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阪
急
茨
木
市
駅
西
口
周
辺
整
備

に
お
い
て
、
耐
震
性
に
問
題
の
あ

る
ソ
シ
オ
の
建
て
替
え
の
結
論
が
待
っ

た
な
し
で
迫
っ
て
い
る
中
、
西
口
と
東

口
の
交
通
機
能
の
分
担
に
つ
い
て
は
検

討
中
、
周
辺
整
備
全
体
に
つ
い
て
も
、

今
後
の
取
り
組
み
や
検
討
に
よ
り
具
体

化
を
図
る
な
ど
、
計
画
全
体
に
ス
ピ
ー

ド
感
が
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
市
の
考

え
は
ど
う
か
。

今
後
、
長
期
的
な
脱
炭
素
に
向
け

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

の
必
要
性
を
考
え
れ
ば
、
太
陽
光
発
電

事
業
の
実
施
が
自
然
環
境
、
生
活
環
境

及
び
景
観
そ
の
他
の
地
域
環
境
に
与
え

る
影
響
に
鑑
み
、
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
か
ら
維
持
管
理
、
そ
し
て
廃
棄
に

い
た
る
ま
で
、
太
陽
光
発
電
事
業
の
全

般
に
つ
い
て
、
地
域
環
境
保
全
や
災
害

の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
な
ど
を
入
れ

込
ん
だ
条
例
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

問

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
駅
前
再
整
備
を

ダ
ム
パ
ー
ク
い
ば
き
た
来
園
者

の
円
滑
な
入
場
や
安
全
確
保
の

た
め
、
府
道
茨
木
亀
岡
線
と
茨
木
箕
面

丘
陵
線
交
差
点
の
信
号
機
設
置
に
向
け

協
議
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
の
変
化
に
も
配
慮

し
た
交
通
処
理
や
安
全
対
策
も
必
要
だ

と
考
え
る
。
生
保
地
区
の
住
民
は
、
生

保
地
区
へ
の
入
り
口
部
で
あ
る
交
差
点

に
信
号
機
の
設
置
を
要
望
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
の
協
議
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

ダ
ム
公
園
周
辺
地
域
へ
信
号
機
設
置
を

問

問

上記二次元コードから
録画配信をご覧いただ
けます。

太
陽
光
発
電
事
業
に
係
る
条
例
の

制
定
を

　 

大
阪
維
新
の
会

　
長
谷
川
　
浩

第３回定例会
　　　一般会計予算質疑
　令和５年度一般会計予算に対する質疑を行いました。
　主な質疑内容は次のとおりですが、誌面の都合上、質疑の一部しか掲
載できません。詳しい内容は、市議会ホームページ等で公開予定の会議
録をご覧ください。（５月下旬予定）

「
人
が
中
心
の
歩
い
て
楽
し
い
ま

ち
」
を
め
ざ
し
、
市
の
思
い
と
権

答

　
公
　
明
　
党

   

岡
本
　
壱
郎

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

  

辰
見
　
直
子

今
後
実
施
予
定
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
可
能
性
調
査
や
市

民
意
向
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、
導

入
に
か
か
る
課
題
な
ど
を
整
理
し
、
支

援
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
条
例
等

答

府
警
本
部
と
の
協
議
に
お
い
て

は
、
公
園
へ
の
円
滑
な
入
場
や
交

通
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
す
る
と
、
ま

答

に
よ
る
制
限
の
必
要
性
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
く
。

ず
は
茨
木
箕
面
丘
陵
線
と
の
交
差
点
に

お
け
る
信
号
機
設
置
を
優
先
す
べ
き
と

の
こ
と
で
あ
る
。
生
保
地
区
と
の
交
差

点
に
つ
い
て
も
、
地
域
住
民
の
安
全
安

心
な
生
活
環
境
確
保
の
観
点
か
ら
、
引

き
続
き
、
府
警
本
部
へ
設
置
を
要
望
し

て
い
く
。
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市
議
会

だ
よ
り

多
く
の
職
員
が
取
得
す
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
建
設
当
初

か
ら
緑
化
整
備
を
進
め
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
セ
ン
タ
ー
の
周
り
の

木
々
が
う
っ
そ
う
と
し
て
お
り
、
整
備

さ
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
状
況
で
あ

る
。
ま
た
、
建
物
自
体
の
壁
面
も
変
色

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
と
イ
コ
ク
ル
の

調
和
を

問

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
や

活
動
に
対
す
る
負
担
感
な
ど
か

ら
、
自
治
会
の
加
入
率
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
令
和
５
年
度
に
I
C
T
利
活

用
支
援
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
か
。
ま
た
、「
い
ば

ラ
イ
フ
」
を
活
用
し
、
ア
プ
リ
か
ら
加

入
依
頼
申
請
を
可
能
に
し
た
り
、
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
流
す
こ
と
で
加

次
頁
へ
つ
づ
く

次
頁
へ
つ
づ
く

自
治
会
の
加
入
率
向
上
の
取
り
組
み
を

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

  

山
本
　
由
子

問

 

自
由
民
主
党
・
絆

   

永
田
　
真
樹

市
職
員
の
う
ち
、
課
長
級
以
上
の

管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
増
え
て
い
る
が
、
い
ま
だ
目
標
値
の

20
％
を
下
回
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
目
標
達
成
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

男
性
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

本
市
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
政
策
は

問

　
い
ば
ら
き

　
　
未
来
の
会

  

西
本
　
睦
子

初
期
救
急
に
お
け
る
民
間
活
力
導
入
を

初
期
救
急
、
特
に
小
児
初
期
救
急

に
お
い
て
フ
ァ
ス
ト
ド
ク
タ
ー

（
※
３
）
等
の
民
間
活
力
を
導
入
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。
導
入
に
向
け
た
研
究

や
検
討
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

問
課
長
代
理
級
以
下
で
は
女
性
職
員

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
意
欲
と
能

力
の
あ
る
女
性
職
員
を
今
以
上
に
登
用

し
て
い
く
。
ま
た
、
採
用
に
お
け
る
女

性
割
合
も
高
い
水
準
を
維
持
し
つ
つ
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
等
に
取
り
組
む
。

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
周
知
啓
発
に
努
め
る
と
と

も
に
、
代
替
職
員
の
確
保
や
職
場
全
体

で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
な
ど
、
取

得
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

答
現
在
、
府
は
自
宅
療
養
者
の
緊
急

往
診
体
制
を
、
他
市
に
お
い
て
は

高
齢
者
施
設
に
特
化
し
た
往
診
体
制
を

フ
ァ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る

答

し
、
外
観
も
美
し
い
と
言
え
な
い
。
今

後
、
南
部
地
域
は
「
イ
コ
ク
ル
い
ば
ら

き
」
の
整
備
が
進
ん
で
い
く
が
、
近
隣

と
の
調
和
・
美
観
の
観
点
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 
自
由
民
主
党
・
絆

   
塚
　
　
　
理

利
者
の
皆
さ
ま
の
思
い
が
重
な
り
、
共

に
よ
り
よ
い
駅
前
づ
く
り
に
向
け
て
歩

ん
で
い
け
る
よ
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
く
。
ま
た
、
今
後
の
都
市
計
画

決
定
等
の
手
続
き
に
向
け
て
一
体
的
な

駅
前
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

南
部
地
域
の
に
ぎ
わ
い
形
成
・

環
境
配
慮
に
資
す
る
ま
ち
づ
く

り
「
イ
コ
ク
ル
い
ば
ら
き
」
の
整
備
に

合
わ
せ
て
、
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
内
の

現
況
の
緑
地
を
活
か
し
つ
つ
、
新
し
い

街
並
み
と
の
調
和
が
取
れ
た
改
修
に
向

け
、
関
係
各
課
や
区
画
整
理
組
合
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
景
観
向
上
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

答

と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
小
児
を
含

む
初
期
救
急
へ
の
対
応
と
し
て
、
夜
間

や
休
日
に
お
い
て
、
往
診
や
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
、
ま
た
、
医
療
相
談
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
フ
ァ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
等
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（※ 3）ファストドクター：民間企業が運営する時間外救急の総合窓口 ( プラットフォーム )
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て
い
る
。
ま
た
、
地
域
農
業
の
将
来
を

地
域
の
方
自
ら
考
え
る
良
い
機
会
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
計
画
策
定
に
当

た
っ
て
、
将
来
の
不
安
が
少
し
で
も
解

消
さ
れ
る
よ
う
、
話
し
合
い
の
場
に
臨

ん
で
い
く
。

自
治
会
活
動
に
I
C
T
を
取
り

入
れ
、
新
た
な
担
い
手
の
確
保
に

つ
な
げ
る
た
め
、
会
員
同
士
の
連
絡
や

回
覧
板
の
電
子
化
を
図
る
L
I
N
E

講
座
や
、
気
軽
に
会
議
の
参
加
が
可
能

と
な
る
Z
o
o
m
講
座
、
活
動
内
容

の
周
知
を
図
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講

座
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、「
い

ば
ラ
イ
フ
」
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
加
入
の
き
っ
か
け
の
創
出

が
、
加
入
促
進
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

前
頁
つ
づ
き

前
頁
つ
づ
き

農
業
経
営
基
盤
促
進
法
の
改
正
に

伴
い
、
地
域
の
農
業
者
等
が
そ
の

地
域
の
農
業
の
将
来
を
決
め
る
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
が
「
地
域
計
画
」
へ
と

名
称
変
更
さ
れ
る
が
、
農
業
経
営
へ
の

影
響
や
対
象
地
域
は
ど
う
か
。
ま
た
、

計
画
策
定
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

地
域
計
画
策
定
の
メ
リ
ッ
ト
等
は

問

　
日
本
共
産
党

  

朝
田
　
　
充

J
R
茨
木
駅
西
口
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
設
置
は

J
R
茨
木
駅
西
口
の
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
設
置
は
、
駅
前
再
整
備

　
会
派
に
所
属

　
　
し
な
い
議
員

  

桂
　
　
睦
子

問

令
和
７
年
度
以
降
、
市
街
化
調
整

区
域
内
で
未
策
定
の
地
域
で
は
、

農
地
貸
借
を
行
う
場
合
、
原
則
、
耕
作

権
を
伴
う
農
地
法
に
基
づ
く
貸
借
手
続

き
し
か
で
き
な
く
な
る
。
対
象
地
域
は
、

市
街
化
調
整
区
域
内
の
実
行
組
合
、
約

45
地
区
で
地
域
計
画
の
策
定
を
予
定
し

令和４年度補正予算を可決

　令和４年度３月補正予算が可決されました。
　なお、採決状況については、13 ページの 3 月
定例会議決結果をご参照ください。

　●一般会計補正予算（第７号）
　　　3,118,303 千円を追加し、117,832,285 千円

　●財産区特別会計補正予算（第１号）
　　　61 千円を追加し、4,989,383 千円

　●国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　690,040 千円を追加し、27,384,574 千円

　●後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
　　　158,026 千円を追加し、4,788,485 千円

　●介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　348,062 千円を減額し、21,497,350 千円

　●下水道等事業会計補正予算（第１号）
　　　182,964 千円を減額し、10,171,812 千円

　●水道事業会計補正予算（第１号）
　　　115,147 千円を減額し、7,986,443 千円

に
お
け
る
一
体
整
備
よ
り
も
、
先
行
設

置
、
特
に
西
口
南
側
階
段
へ
の
設
置
が

現
実
的
だ
と
指
摘
し
て
き
た
。
新
年
度

予
算
に
お
い
て
、
設
置
検
討
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
が
、
計
上
額
と
そ
の
内

容
は
。
ま
た
、
い
つ
頃
を
め
ど
に
結
論

を
出
す
の
か
。

駅
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
先
行
設
置
を
検
討
す
る
も

の
で
、
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
お
け
る

輸
送
能
力
、
工
事
中
の
安
全
確
保
等

の
課
題
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
予
算

額
は
検
討
業
務
委
託
料
と
し
て
、
１
，

０
８
１
万
５
千
円
を
計
上
し
て
お
り
、

設
置
場
所
や
人
流
へ
の
影
響
な
ど
を
総

答

２
コ
ア
を
つ
な
ぐ
東
西
軸
の
緑
は

「
み
ち
ク
ル
」
社
会
実
験
で
実
現
性

等
を
検
討
し
て
い
る
が
、
お
に
ク

ル
を
中
心
と
し
た
２
コ
ア
を
繋
ぐ
東
西
軸

の
緑
の
創
出
に
つ
い
て
、
ま
た
、
東
西
軸

の
起
点
と
な
る
Ｊ
Ｒ
茨
木
・
阪
急
茨
木
市

両
駅
周
辺
は
、
市
の
玄
関
口
と
し
て
魅
力

あ
る
景
観
、
緑
の
起
点
と
な
る
デ
ザ
イ
ン

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

問
　 

公
　
明
　
党

　
青
木
　
順
子

茨
木
み
ち
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
癒
し
や
落
ち
着
き
を
感
じ
ら

答

入
率
の
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。答答

れ
る
緑
を
望
む
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
ス
ト
リ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
に
お
い

て
、
各
通
り
の
特
性
に
応
じ
た
緑
の
創
出

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、

駅
前
と
い
う
公
共
性
の
高
い
立
地
に
お
い

て
は
、
デ
ザ
イ
ン
面
や
し
つ
ら
え
の
工
夫

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、今
後
、

整
備
の
進
捗
に
応
じ
て
、
緑
を
含
め
た
魅

力
あ
る
都
市
空
間
の
確
保
が
で
き
る
よ
う

な
方
策
を
検
討
す
る
。
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市
議
会

だ
よ
り

土
日
に
親
子
で
過
ご
せ
る
場
所

に
つ
い
て
、
市
の
認
識
は
ど
う

か
。
働
き
方
が
多
様
化
し
た
今
、
曜
日

を
問
わ
ず
親
子
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る

場
所
を
地
域
に
も
っ
と
増
や
し
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
。「
つ
ど
い
の
広
場
」

全
て
を
土
日
も
開
所
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
そ
の
場
合
、
市
か
ら

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
調
査
し

て
は
ど
う
か
。

土
日
に
親
子
で
過
ご
せ
る
場
所
の

増
設
を

問

物
価
高
騰
へ
の
支
援
施
策
は

会 計 区 分 令和５年度
予算額 （千円）

令和４年度
予算額 （千円）

増減率
　 

（％）

一 般 会 計 111,200,000 107,690,000 3.3

特 別 会 計 59,951,045 58,159,727 3.1

特

別

会

計

内

訳

財 産 区
会 計 4,926,863 4,989,322 ▲ 1.3

国 民 健 康
保 険 事 業 会 計  27,408,588 26,694,534 2.7

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 会 計 4,841,385 4,630,459 4.6

介 護 保 険
事 業 会 計 22,774,209 21,845,412 4.3

下 水 道 等
事 業 会 計 10,507,279 10,354,776 1.5

水道事業会計 9,662,580 8,101,590 19.3

　 総 　 　 計 　 191,320,904 184,306,093 3.8

令和５年度当初予算を可決

　令和５年度当初予算を可決しました。各会計別
予算額は下表のとおりです。
　なお、採決状況については、13 ページの３月定
例会議決結果をご参照ください。

物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
の
中

小
企
業
・
個
人
事
業
主
へ
の
追
加

支
援
と
し
て
、
事
業
活
動
支
援
給
付
金

の
第
２
弾
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
生
活
者
支
援
に
つ
い
て
の
追
加
支

援
は
な
い
よ
う
だ
が
、
事
業
者
支
援
と

同
様
に
、
生
活
者
支
援
も
早
急
に
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
民
生
活
や

事
業
者
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

問

こ
こ
数
年
、
不
登
校
の
子
ど
も
た

ち
が
急
激
に
増
え
て
お
り
、
多
様

な
居
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

問

だ
と
考
え
て
い
る
。
き
ら
め
き
講
座
や

公
民
館
講
座
と
連
携
し
て
受
け
入
れ
て

い
く
取
り
組
み
は
有
効
で
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。
ま
た
、
教
育
機
会
確
保
法

で
は
不
登
校
特
例
校
（
※
４
）
の
整
備

を
国
や
自
治
体
の
努
力
義
務
と
し
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
設
置
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

物
価
高
騰
等
の
影
響
に
よ
り
、
市

民
の
生
活
や
事
業
活
動
は
厳
し

い
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
局
面
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
実
施
し
、
現
在
も
継
続
中
で
あ

る
。
今
後
も
、
物
価
や
経
済
情
勢
、
国

の
動
向
等
の
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事
業

の
効
果
を
踏
ま
え
、
必
要
と
な
る
支
援

策
を
検
討
し
て
い
く
。

答

公
共
施
設
で
の
講
座
等
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
有
効
な
手
法
の
一
つ

と
考
え
て
お
り
、
実
施
に
向
け
て
、
課

題
の
有
無
等
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

く
。
不
登
校
特
例
校
の
よ
う
な
居
場
所

に
つ
い
て
も
、
そ
の
必
要
性
は
認
識
し

て
お
り
、
今
後
、
先
進
事
例
を
参
考
に

研
究
し
て
い
く
。

答

　
公
　
明
　
党

   

松
本
　
泰
典

　 

大
阪
維
新
の
会

　
大
野
　
幾
子

 

自
由
民
主
党
・
絆

   

福
丸
　
孝
之

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を

現
在
、
つ
ど
い
の
広
場
は
20
か

所
の
う
ち
９
か
所
が
土
日
ど
ち

ら
か
を
開
所
し
、
３
か
所
が
月
１
回
、

土
曜
日
を
開
所
し
て
い
る
。
ま
た
、
11

月
に
開
館
予
定
の
「
お
に
ク
ル
」
は
、

答

土
日
も
開
館
す
る
た
め
、
親
子
で
利
用

で
き
る
場
所
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
つ
ど
い
の
広
場
の
土
日
拡
充
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
運
営
い
た
だ
い
て

い
る
団
体
の
受
け
入
れ
体
制
も
確
認
し

な
が
ら
、
拡
充
に
向
け
て
調
整
し
て
い

く
。

（※４）不登校特例校：文部科学省が指定する学校で、学習指導要領にとらわれず、不登校の状態にある児童・
生徒の実態に配慮した特別な教育課程をもつ学校のこと。

合
的
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
結
論
は
、

令
和
５
年
度
に
お
い
て
課
題
整
理
を

し
、
そ
の
結
果
に
よ
り
、
設
置
の
可
否

を
検
討
し
て
い
く
。


